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｢たぶん同 じような子 はいたんで しょう
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































関係の質の変化 (同質 ･同等の関係から異質 ･
同等の関係-の移行)という発達的要因にある
だろう｡発達的要因は,中学生をあつかうとき
の本質的な難しさだが,今の時代は,そこに中
学生の多忙化が重なっているということである｡
言葉の問題は重要である｡保護者との関係に
おいても,生徒指導の面においても,コミュニ
ケーションの手段としての言葉は重要である｡
とくに生徒を指導する場面では,教師の意図す
るところが生徒に正しく伝わるよう,言葉が生
徒の心の中にス トンと入っていることを確認す
ることが必要だと,E先生はいう｡この点でベ
テラン教師は楽観的であり,過信がみられると
も指摘されていた｡ここには,F先生が感じて
いた価値観の世代的なギャップが,おそらく関
連してくる｡一億総中流化が言われたのは,30
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年前のことである｡今日言われるのは ｢格差社
会｣である｡これだけを見れば,180度の大き
な変化である｡その変化がわずか20年かそこ
らで生じたことになる｡そうだとすれば,世代
的価値観が大きく違っている可能性は大いにあ
る｡だがしかし,F先生の言うように,これだ
けは譲れないという正義の価値が,世界的にほ
とんどどこでも同じであり,歴史的にもほとん
ど不変なままにとどまっているという事実もあ
る｡今求められているのは,正義の価値の中で
不変の中核を決めることではないだろうか｡ど
こまでが中核でどこからが周辺的事柄なのか,
そのあたりを個々のケースで,生徒との間で,
保護者との間で,そして教員同士の間で確認し
ていくことではないだろうか｡
スクールカウンセラーを含めた学校全体のシ
ステムをつくっておくことが重要になる｡とく
に保護者対応を念頭において,D先生は指摘し
た｡これは単に保護者対応にとってだけでなく,
軽度発達障害をめぐる事柄全体にとって重要で
ある｡システムの中には当然教員間の共通理解
が含まれる｡教員間の共通理解は,軽度発達障
害問題でも重要であるが,しかしそれはこの間
題だけでなく,すべてにおいて重要である｡教
員間の共通理解を阻む壁として考えられるのは,
まず教員のもつ多様性という壁である｡そして
次に現在では,多忙という障壁が存在する｡そ
れに加えて,ベテラン教師は,生徒および若手
教師とのジェネレーションギャップに悩んでい
る｡今さら言うまでもないことだが,共通理解
とは,他人の主張 ･意見 ･気持ちを知ることで
あって,自分の気持ちを他人と同じ気持ちにさ
せることではない｡他の教員が何を考え,何を
思い,何を悩んでいるか知ることが,教員間の
連携で目指されるべきことである｡教員間の共
通理解は,意志の一致まで目指すものではない｡
たしかに,たとえば保護者-の対応などの場合
において,学校が組織として行動するときは,
学校としての意志は1つでなければならない｡
そういう行動のために意志を1つにする手続き
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として,多数決のような政治的決定の手続きを
取らなければならない局面は,たしかに存在す
る必要がある｡しかし,それは,学校のシステ
ム全体で見れば,ほんの僅かにすぎない｡意志
の一致は,水上に浮かんだ氷山の一角のような
ものである｡水面下には,教員間の共通理解と
いう大きな塊があるのである｡そういう大きな
共通理解のごく一部として,教員間の意志の一
致はある｡逆に､意志を1つにし学校としての
行動が機能するためには,この意志の一致を支
えるための大きな教員の共通理解というものが
存在しなければならないだろう｡教員間の共通
理解の大部分は,意見を異にした多様なものの
塊なのである｡ただ,それがバラバラな塵でな
く,塊となっているのは,教員同士がお互いの
意見 ･考えなどを知っているという状態にある
からである｡学校における連携システムとは,
このような水面下の共通理解を含んだ氷山全体
をつつむものを指していると考えられる｡だか
ら,教員間の共通理解は必要なのだろう｡
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